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関

西
朝

陽

会

よ

り

お

し

ら

せ

会
員
は
連
絡
幹
事
ま
で
連
絡
を
／

関
西
朝
陽
会

（会
長
岡
部
寿
）
は
昨
年
六
月
十

六
日
に
総
会
を
大
阪
市
内
の
大
新
楼
で
開
き
ま
し

た
。
総
員
二
五
名
で
、
な
ど
や
か
な
雰
囲
気
の
う

ち
昔
な
つ
か
し
い
六
中
生
活
の
懐
旧
談
に
時
の
た

つ
の
も
忘
れ
ま
し
た
。
関
西
朝
陽
会
の
悩
み
の
種

は
、
会
員
の
異
動
が
実
に
激
し
い
こ
と
で
す
。
そ

こ
で
各
国
連
絡
幹
事
制
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
全
員
の
顔
ぶ
れ
を
お
日
に
か
け
た
い
の
で

す
が
、
紙
面
の
都
合
で
、
主
な
方
の
み
文
末
に
記

し
ま
し
た
の
で
、
今
後
関
西

へ
御
赴
任
の
方
や
離

任
さ
れ
る
方
は
、
―■
司
や
得
意
先

へ
の
挨
拶
も
さ

る
こ
と
な
が
い
、
足
非
と
も
幹
事
ま
で
、
電
話
で

な
り
と
も
、
仁
義
を
き

つ
て
下
さ
い
。
日
下
新
名

簿
を
整
備
中
で
す
の
で
、
連
絡
ｔ
れ
の
方
は
、
至

急
連
絡
を
お
と
り
下
さ
い
。
な
お
、
新
制
の
方
は

未
だ
組
織
化
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
す
が
、
関
西

在
住
の
新
制
の
方
は
、
新
制
代
表
幹
事
に
連
絡
ｉ

と
っ
て
頂
き
た
い
の
で
す
。
先
づ
名
簿
を
作
成
し

て
、
次
国
に
は
新
旧
合
同
の
盛
大
な
総
会
を
催
せ

る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
特
に
女
性
会
員
は

会
費
ｔ
割
引
き
ま
す
か
ら
大
歓
迎
の
書

（
皆
が
そ

ニ
ニ

′́
て
ま
‐え

）
で
す
）
サ
え

、
こ
の
度
母
枝

を
は
じ
め
東
京
の
朝
陽
会
々
景
と
の
連
絡
を
密
に

す
る
た
め
、
東
京
駐
在
幹
事
に
小
林
秀
明
氏

（
旧

十
三
回
生
、
古
谷
商
会
東
京
営
業
所
八

一
三
―
三

〇
九
七
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
何
か
と
御

活
用
の
ほ
ど
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
関
西
朝
陽
会
常
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幹
事
　
松
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黒
川
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関
西
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友
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一

新
制
代
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新
四
回
　
堀
功
術
　
住
友
金
属
工
業

幹
事
　
一
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三
―
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●

一

新
制
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九
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孝
筒
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友
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―
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